
 
第 53 回神戸市環境保全審議会 

令 和 ４ 年 ８ 月 2 9 日 

資 料 ３ 

神戸市温暖化防止実行計画改定について 

 

１．有識者勉強会の開催について 

 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた「神戸市地球温暖化防止実行計画」の改定におい

て、学識経験者や専門家、事業者から科学的・専門的な知見・助言をいただいた上で施策を検討す

るため、全８回にわたり様々な講演者を招いて有識者勉強会を開催した。 

 

 日程 テーマ 講演者 講演概要 

第１回 R4.4.21 

 

水素エネルギーの

利用促進 

神戸市環境局 神戸市の水素利活用に向けた取り

組み 

第 2 回 R4.6.9 電動車の普及促進 自動車関連事業者 燃料電池自動車と水素社会に関す

る取り組み 

第３回 R4.6.30 脱炭素型ライフス

タイルへの転換 

環境省 くらしの脱炭素に向けた取り組み 

国立環境研究所 カーボンフットプリントについて 

第４回 R4.7.8 温室効果ガス吸収

源の創造 

徳島大学環境防災

研究センター 

ブルーカーボンについて 

第５回 R4.7.25 水素エネルギーの

利用促進 

エネルギー関連事

業者 

水素エネルギーの普及促進 

国土交通省 カーボンニュートラルポート 

第６回 R4.7.28 産業の脱炭素化の

促進 

大手工業製品関連

事業者 

脱炭素に向けた企業の取り組み 

生活製品関連事業

者 

ZEB について 

第７回 R4.7.29 再生可能エネルギ

ーの拡大 

新電力事業者 再生可能エネルギーの普及 

エネルギー関連事

業者 

合成メタン導入に向けた取り組み 

神戸市における実証事業 

第８回 R4.8.25 産業の脱炭素化の

促進 

大手工業製品関連

事業者 

製造プロセスの CO2 削減技術 

 

２．会議要旨 

【第１回 水素エネルギーの利用促進】 

・国内外で地球温暖化対策として、水素エネルギーの利活用が推進されている。 

・神戸市は、水素スマートシティ神戸構想として、燃料電池の利活用促進、水素ステーションの整備

促進、先駆的な水素エネルギー利用技術開発事業、水素サプライチェーン構築事業等を推進。「神

戸市地球温暖化防止実行計画」改定においても、重点施策の１つとして、水素の利活用促進につい

て記載し、取り組んでいく予定。 

 

【第２回 電動車の普及促進】 

・世界でカーボンニュートラルの動きが活発化し、水素を用いる電動車活用の機運が高まっている。 



・水素普及には、技術開発や水素利用料拡大による低コスト化、各種規制の合理化等の課題がある。 

・事業者は、車両電動化の１つである燃料電池車の技術開発を推進し、さらなる普及の取り組み（災

害時のレジリエンス強化、移動販売車の実証等）を実施している。 

 

【第３回 脱炭素型ライフスタイルへの転換】 

・ライフサイクル CO2 排出量の約６割が、衣食住を中心とする「ライフスタイル」に起因する。 

・環境省では、国民のライフスタイル変革を促す様々な取り組み（COOLCHOICE、ゼロカーボン

アクション 30、ナッジの活用等）を促進している。 

・国立環境研究所では、カーボンフットプリントの都市別データを分析して公表している。神戸市

においては、食や衣料、レジャー、公共交通について他都市との比較においてカーボンフットプリ

ントが大きい特徴がある。 

 

【第４回 温室効果ガス吸収源の創造】 

・水中の水草等の光合成によるブルーカーボンが注目されているが、ブルーカーボンによる CO2 吸

収量は、CO2 排出量に比較して非常に少量である。 

・アマモが増えると、水域が嫌気性になり、生物多様性とは相反する。ＣＯ２を固定しようとする

と、燐や窒素も取り込んだまま固定される。評価の仕方により見方は変わる。 

 

【第５回 水素エネルギーの活用】 

・事業者は、安価な CO2 フリー水素を海外から大量に調達し、利用することを目指し、大規模水素

サプライチェーン構築実証事業を実施したり、水素の需要創出に向け、水素ステーション設置等

を進めたりしている。 

・国土交通省は、2050 年までに港湾におけるカーボンニュートラルポート（CNP）の実現を目指し、

水素等の受入環境の整備を実施したり、港湾オペレーションの脱炭素化に向けた取り組みを実施

したりしている。神戸港においても、CNP 協議会を設立し、取り組みを進めている。 

 

【第６回 産業の脱炭素化の促進】 

・事業者から、脱炭素経営（水素エネルギーの利用や再エネ導入、カーボンプライシング等、脱炭素

経営の取り組み等）の紹介があった。 

・事業者から、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の概要説明、ZEB のメリット、今後の法

令改正等により、ZEB が増加する方向にある等の説明があった。 

 

【第７回 再生可能エネルギーの拡大】 

・事業者からは、再生可能エネルギー普及のための手法としての PPA モデル（需要家初期投資のな

い再エネ導入）の紹介、脱炭素先行地域の事例等の紹介があった。 

・事業者からは、熱需要の脱炭素化を実現する技術の１つである合成メタンを製造するメタネーシ

ョンの紹介があった。 

・事業者からは、神戸市におけるセミマイクログリッド実証事業（太陽光発電、エネファーム、蓄電

池を用いたエネルギーマネジメント）の紹介があった。 



神戸ゼロカーボンアイデア 参加者募集要項 

１．趣旨 

  2050 年カーボンニュートラル実現に向け、多くの市⺠意⾒を集約した計画づくりを⾏うことで、脱
炭素に向けた市⺠活動を活発化することを⽬的とする。具体的には、将来にわたって気候変動対策を推
進していく若い世代を中⼼に取り組みを進めていくため、学⽣等を媒介として市⺠意⾒の集約を⾏い、
⾃ら計画を⽴案・提案する仕組みを導⼊し、この提案内容を「神⼾市地球温暖化防⽌実⾏計画」改定に
際しての参考とする。 

２．事業の流れ 

・ゼミ単位や学⽣グループで、神⼾市地球温暖化防⽌実⾏計画⾻⼦（別紙参照）を参考にしながら神⼾
市⺠（50 ⼈から 100 ⼈程度を想定）にアンケートを⾏い、分析とグループ独⾃の調査を掛け合わせ
て、市⺠意⾒の内容と「神⼾ゼロカーボンアイデア」（以下、ゼロカーボンアイデア）を提出する（様
式⾃由）。

・ゼロカーボンアイデア等受理後、調査等にかかる費用として、１グループ５万円を支給する。
・ゼロカーボンアイデア等の内容は環境局等が審査し、優秀なアイデアに対しては最優秀賞 10 万円・

優秀賞５万円（複数）を授与する。

３．応募資格 

応募するグループは、以下のすべてに該当すること。 
（１）気候変動問題に興味のあるグループ（現時点で技術・知識が無い場合でも応募できます）
（２）応募時点の年齢が満 18 歳から 35 歳のグループ
（３）守秘義務を順守できるグループ
（４）グループのメンバーに対して適切な指導を⾏うことができ、かつ、振込先として、１名以上の

技術指導員（ゼミの教授等を想定、年齢不問）に参加を依頼できるグループ 
（５）暴力団員による不当な⾏為の防⽌等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）に基づく暴力団で

ないこと。また、同法に基づく暴力団員（以下「暴力団員」）が役員として又は実質的に経営に
関与している団体でないこと。個⼈又は個⼈事業者である場合にあっては、当該個⼈又は個⼈事
業者が暴力団員でないこと。暴力団員を、相当の責任の地位にある者として使用し、又は代理⼈
として専任していないこと。役員等が、暴力団又は暴力団員に金銭的な援助を⾏い、その他経済
的な便宜を図ったことがないこと。役員等が、暴力団等と社会的に非難される関係を有していな
いこと。 

（６）公租公課の滞納処分を受けていないこと。
（７）過去に禁固以上の刑に処せられたものでないこと。または、その執⾏を受けることがなくなる

までの者でないこと。 
（８）成年被後⾒⼈、被保佐⼈または被補助⼈でないこと。

４．募集内容 
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  （１）募集期間 
令和４年６⽉ 23 ⽇（⽊）〜７⽉ 29 ⽇（金） 

※選定されたグループ数が予算上限に達した場合、スケジュールより早く募集を終了する。 
  （２）スケジュール 
   ・６⽉ 23 ⽇  グループ募集開始（先着順に審査・選定し、順次結果をメールで通知） 

・７⽉ 29 ⽇ グループ募集終了 
神⼾市地球温暖化防⽌対策に関する説明の動画視聴 

   ・８⽉ 4 ⽇ 気候変動問題に関するワークショップ開催（無料） 
   ・８⽉ 29 ⽇  ゼロカーボンアイデア等提出 

・９⽉ 11 ⽇  表彰・発表会（対象グループのみ） 
  （３）募集グループ数 

５組から 10 組を想定 
 

５．応募方法 

  （１）提出書類 
    ① 応募申込書 
      様式リンク先：https://www.city.kobe.lg.jp/a36643/energy/zerocarbonidea.html 

（２）提出先および提出方法 
① 応募申込書を E メールで提出してください。 
  提出先：energy@office.city.kobe.lg.jp 

（当課からの受信した旨の連絡をしますので、これをもって応募完了とします。） 
※応募に要する費用は全て応募者の負担とします。 

    ② 締め切り：令和４年７⽉２９⽇ 17 時 00 分 
 
６．カーボンニュートラル施策案の検討にあたって考慮すべき点 

応募者の審査や、報告書の審査における選定要件 

   ・実現可能性              ・神⼾らしさ 
   ・⼆酸化炭素削減効果          ・市⺠の⾏動変容 
   ・柔軟性                ・ターゲット（年齢層・職業等） 

・市⺠が取り組みやすい脱炭素事業の提案                 など 
 
７．留意事項 

  （１）本事業の参加内容、参加中の写真等は、後⽇ HP 等で公開される場合があります。 
（２）提出書類に記載された個⼈情報は、本事業の⽬的以外では使用しません。 
（３）提出書類に記載された内容に虚偽があった場合には、参加決定を取り消すことがある他、本市

が被る損害を請求することがあります。 
（４）すべての提出書類は返却しません。なお、提出書類は、審査に必要な範囲で複製するものとし

ます。 

https://www.city.kobe.lg.jp/a36643/energy/zerocarbonidea.html


（５）提出されたゼロカーボンアイデア等は、本市が改定予定の「神⼾市地球温暖化防⽌実⾏計画」
の中で使用する場合があります。 

（６）ゼロカーボンアイデア等の著作権は提案者に帰属するものとします。ただし、本市は提案書等
の著作権を無償で使用できるものとします。 

（７）また、ゼロカーボンアイデア等は、法令や条例に基づく請求がなされた場合等、正当な理由が
ある場合には、公開の対象となります。 

（８）本事業への応募は、１名につき１グループまでです。重複しての応募はできません。 
（９）調査費の支払いは、ゼロカーボンアイデア等の提出後とします。また、アンケートの回答数が

不足している、アンケート内容を反映していないなど、本事業の要件・趣旨に満たない場合は、
調査費の支払いは⾏わないことがあります。 

（10）アンケートの内容は、神⼾市が指定する項⽬とすること。 
（11）最優秀賞 10 万円・優秀賞５万円は、環境局等が審査・選定したグループに対して、表彰・発

表会後に支払います。 
（12）調査等にかかる費用に対する５万円、優秀賞等の支払いについては、技術指導員または大学ゼ

ミ等への口座振り込みとします。 
 
 

＜問い合わせ先＞  
神⼾市環境局環境創造課 
電  話：０７８−５９５−６０７７ 
E-MAIL：energy@office.city.kobe.lg.jp 



                                        （様式１） 
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神戸市ゼロカーボンアイデア 参加応募申込書 

令和  年  月  日 提出 

１．応募者情報 

ふ り が な 

代表者の名前 
 生年 

年 

 （    歳） 

所属名 

（ゼミ・研究室

等） 

 

大学名/部署名 

(学部・学科・学

年等も記載する

こと) 

 

自宅住所 

〒 

 

連絡先 

電話番号：                 

※日中連絡が取れる番号を記載してください 

E-mail： 

ふ り が な 

指導教官の名前 
 

所属名  
所属

住所 
 

連絡先 

電話番号： 

※日中連絡が取れる番号を記載してください 

E-mail： 

 

市民アンケート

の募集方法 

・予定人数 

 

参加メンバー 

（全員の名前、 

生年月日） 

 

※自身の研究内容等、参考になる資料がある場合は別途添付してください。 

 



                                        （様式１） 

2 
 

２．応募内容 

①応募動機を記入してください。 

 

 

②現在学んでいること、携わっている仕事等について記入してください。 

 

 

③気候変動問題や温暖化対策にどのような興味を持っているか記入してください。 

 

 

④地球温暖化防止計画骨子（別紙）のなかで、特に注目している内容を記入してください。 

 

 

※記入事項①～④について、行が足りない場合は適宜追加してください。 

 

３．指定のアンケート項目 

Q1 神戸市に住んでいる・働いている・どちらでもない 

Q2 居住区（神戸市内（○○区）、神戸市外） 

Q3 性別（男性、女性、その他、言いたくない） 

Q4 年代（10 歳未満、20 代、30 代…90 代以上） 

Q5 骨子に関する自由意見 

※年代や性別など幅広い対象へのアンケートが望ましい。 
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神戸市のカーボンフットプリント 
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コラム 

～六甲山ワーケーション～ 

ワーケーションとは、仕事（ワーク）と休暇（バケーション）を組み合わせた造語で、リゾー

ト地や観光地で休暇を取りながら、一部の時間を仕事に充てるワークスタイルをいいます。働き

方改革やコロナ禍をきっかけに、時間や場所にとらわれない柔軟な働き方であり、生産性や創造

性の向上や二酸化炭素削減効果も期待されるとして注目されるようになりました。 

神戸市では、「六甲山スマートシティ構想」の一環として、市街地から 30 分でアクセスでき、豊

かで美しい自然が広がる六甲山上において、自然調和型のオフィスやワークスペースを誘致し、

新しい働き方を六甲山から提案する取組を進めています。 

コラム 

～ZEH（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）～ 

ZEH は「ゼッチ」と読み、家庭で使用するエネルギーと太陽光発電などで創るエネルギーをバ

ランスして、1 年間で消費するエネルギーの量を実質的にゼロ以下にする家のことです。これを実

現するために、家全体の断熱性や高効率な設備システムや再生可能エネルギーを導入することに

なります。そうすることで、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現できます。 
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コラム 

～水素を活用する利点～ 

水素は燃えるときに CO2 を排出しないという特徴の他にも多くの利点を持っています。その

一つが、「ためる」ことができることです。私たちの生活に欠かせない電気ですが、電気をその

ままの状態でためておくことはできません。太陽光発電は天気のいい日には多くの電気をつくる

ことができるなど、再生可能エネルギーは天候に左右されます。電気のつかう量が少ない時には

天候によりつくるエネルギーが余ってしまうため、貴重な再生可能エネルギーを十分に活用する

ことができません。しかし、余った再生可能エネルギーを使い、水素をつくることができれば、

再生可能エネルギーを⾧期間ためることが可能となります。また、電気が必要なときには燃料電

池を取り出すことができるという優れものです。 
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コラム 

～色のついた水素～ 

水素は無色透明ですが、その製造過程等の違いにより地球温暖化防止への貢献度合が異なるた

め、色に例えて表現させることがあります。色は３種類あり、再生可能エネルギーにより水素製

造を行い、製造過程にて CO2 が発生しない「グリーン水素」、化石燃料由来で製造過程にて発生

する CO2 を回収・地中貯留などすることで大気中への CO2 排出ゼロとなる「ブルー水素」、化

石燃料由来で製造過程にて発生する CO2 を大気中に放出している「グレー水素」と呼ばれていま

す。なお、この分類は国際機関等で定義を議論中であるため、今後変更となる可能性があります。

現在、日本で流通している多くは「グレー水素」ですが、神戸市において「グリーン水素」の割

合が増えるように取り組んでいきます。 
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コラム 

～自動車を持たない生活～ 

 自動車は製造・流通・消費・廃棄など各段階で一定の二酸化炭素を排出していることから、「自家

用車を保有しないこと」が環境に最も優しい選択となりますが、現実的には私たちの生活に自動車

を必要とするシーンも多いので、必要な時に必要な分だけ使えるような、賢い使い方を３つ紹介し

ます。 

１つ目は、平日の移動手段は自転車や公共交通機関など利用し、休日の買い物や遊びに行く時だ

け近所のカーシェアリングを利用する使い方です。自動車の利用を最低限に抑えるこえで、無理な

く楽しみながら自動車の無い生活を送ることができます。 

２つ目は、神戸市では三宮といった都心・ウォーターフロント地域で、通過する自動車の流入を

抑制し、まちなかではグリーンスローモビリティといった自動車に代わって、ゆっくり安全に走行

する新しい移動手段を利用する使い方です。来訪者の回遊性を向上させるような実証実験を行って

おり、快適に楽しみながら移動できる環境づくりを進めることで、まちの魅力・活力の向上が期待

できます。 

３つ目は、近年に積極的に技術開発が進められている「自動車の自動運転」等の DX 技術を活用

する使い方です。道路状況に合わせた最適なルート、最適な速度等で走行することを目指し、最も

効果的なエネルギー消費量で目的地にたどり着くことが期待されます。 
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コラム 

～分散型エネルギー・地域エネルギーマネジメントの取り組み～ 

電力の安定供給に対する懸念から、災害時の対応力を高める分散型エネルギーシステムに対す

る関心が高まっています。地域に賦存するエネルギー資源を有効に活用し、自立・分散型のエネ

ルギーシステムを構築することは、生活に必要なライフラインの維持や、エネルギーの地産地消

による地域経済の活性化につながります。神戸市にはさまざまなエネルギー源が導入されていま

す。これらの電気を地域内で効率的に使い多様な電力需要に対応するためには、電気を作り・た

めるだけでなく、IT 技術を活用しながら電気を集めて（アグリゲーター）、需要家に供給するた

めの仕組みづくりが重要です。 
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コラム 

～ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）～ 

ZEB は「ゼブ」と読み、快適な室内環境を保ちながら、高断熱化・日射遮蔽、自然エネルギ

ー利用、高効率設備により、できる限りの省エネルギーに努め、太陽光発電等によりエネルギ

ーを創ることで、年間で消費する建築物のエネルギー量が大幅に削減されている建築物のこと

を表します。快適性と省エネの両立が可能になるとともに、災害等の非常時におけるエネルギ

ー自立性を向上させることにもつながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 出典）経済産業省 省エネポータルサイト 
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コラム 

～兵庫運河におけるブルーカーボン取り組み～ 

兵庫運河の自然を回復するプロジェクトでは、「神戸で一番汚かった海を神戸で一番の里海に

する」ことを目標に、漁協、住民、企業、学校、NPO が協働し、里海づくりに努め、アマモの

植栽を行うなど、ブルーカーボン生態系の活用に向けた取り組みを進めています。これらの活動

を促進するために、国土交通省は、港湾工事で発生した石、砂、コンクリートブロック等を利用

して、兵庫運河内に浅場を造成しました。令和３年度には、この浅場などで形成された海草藻場

や干潟における二酸化炭素吸収量をクレジット化することで民間企業に販売し、これを今後の活

動資金としています。ただし、クレジット化で得られる資金だけでは十分でないため、持続可能

な取り組みとなるような安定した資金の確保が課題となっています。 
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